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個人の利益が、
社会の利益になると考えられています。

同感という道徳感情が
社会の調和と発展をもたらします。

会社が利益を出せば世の中のお金が会社に入ってしまい、消費者が
持っているお金が減るんじゃないかと心配になりますね。ところが、経
済学の父アダム・スミスは個人（会社）が利益を追求すれば、必然的に
社会全体の利益をもたらすと唱えました。そして政府が商業を保護せ
ず、市場で自由に商人たちを競争させることで経済発展を促しました。
競争すれば売り手は自分の利益を出すために、「どんなものが売れる
かな」「どうしたら買ってもらえるかな」と買い手の気持ちを考えるよう
になります。また人は他人の助けなしには生きられません。仲間の助け
を借りるために、相手にとっても得があるように働きかけます。つまり、
自分の利己心を満たそうとするなら、自分と他人が互いに「得をした」
と言える状態を作らねばならず、それが社会の利益になるのです。

とは言うものの、私利私欲を追求していたら社会の秩序が乱れるので
はないかと不安になりますね。アダム・スミスは私的な利益を追求して
も「見えざる手」によって自ずから調和が生まれ、社会全体の幸福につ
ながると伝えています。「見えざる手」の基礎となるのが「同感」という道
徳感情です。または責任やモラルとも言える「人間らしさ」です。それら
が利己心にもとづく行動を内面から規制して、私利と公益の調和が保
たれるというのです。スミスがこうした経済論を唱えたのは18世紀。キ
リスト教において人間の欲望は罪とされる時代に、利己心に新たな意
味を持たせたことは画期的でした。ところが現代では、持続可能な社会
づくりなど経済学が考えるべき範囲が広がっています。個人の利益が
未来の利益にもなるように、新しい形の経済発展が望まれています。
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理系志望でしたが理系科目が苦手で進路
に迷っていた時に佐和隆光先生の著書『経
済学とは何だろうか』で経済学は理系と文
系を兼ね備えた学問と知り、「これだ！」と思
いました。経済を学ぶ上では経済の歴史に
も視野を広げると学びが深まりますよ。
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これは古代ギリシャ・ラテンの古典叢書
です。アダム・スミスなどの著作には頻繁
に古典が引用されているので、わからな
いことがあれば、この古典叢書で調べて
います。西欧思想史研究に必携のアイテ
ムです！
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すべての会社が儲かったら、
世の中のお金が減るんじゃないですか？

経済学の根本には、個人の利益が
社会全体の利益になるという考えがあるんです。


